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セッション⽇時：2022 年 3 ⽉ 3 ⽇（⽊）17:00〜17:40 

 
潮時表を考慮した、南海トラフ巨⼤地震後の病院の⼤津波浸⽔レベルの検討 

Simulation of a hospital immersion level after Nankai Trough Earthquake in consideration of tide time table 
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抄録 

 
【背景】地域の災害拠点病院である市⽴⼋幡浜総合病院は宇和海から直線距離約 1365m（直近の⽔路から

410m）にあり、南海トラフ巨⼤地震においては発災 70 分余りで到達⾼（海抜）900cm の⼤津波に襲われると
予測されている。当院の１階床⾯の海抜は 570cm で、単純計算では１階床⾯から 330cm に達する。これは１
階天井の⾼さを 60cm 上回り、２階床⾯の下 70cm に迫る津波⾼である。 

⼀⽅、上記津波⾼は⼤潮の満潮時（朔望平均満潮位）を基準にしており、また宇和海における満⼲潮の潮位
差が最⼤ 280cm に及ぶことから、「平均的」な最⾼津波⾼は上記想定よりは低い。そこでこれらを、⼋幡浜港
の潮位表に基づき、⽉齢潮位変動を反映して表現することとした。 

【⽅法】2021 年における⼋幡浜港の潮位表（海上保安庁図誌より）を宇和島市の潮位表基準⾯（-114.2cm）
で補正し、東京湾平均海⾯からの海抜潮位（T.P.）に変換、年間の最⾼および最低潮位と被害想定で⽤いられ
た朔望平均満潮位（101cm）との差を計算した。 

【結果】⼋幡浜港における最⾼津波⾼ 900cm のうち 785cm（900-朔望平均満潮位 115cm）を津波波⾼が占
め、残る朔望平均満潮位の部分は⽉齢潮位変動の影響を受ける。2021 年における年間の最⾼および最低潮位は
920cm（１階床⾯から 350cm、1 回天井を 80cm 超え、２階床⾯まで 50cm）となる。年間最低潮位の場合でも
津波⾼ 640cm（１階床⾯から 70cm）であることが確認された。 

【結論】南海トラフ巨⼤地震による津波が当院を襲うとき、１階天井を超え、２階床⾯まで 50cm に迫る可
能性があり、⼀⽅年間最も低い潮位のときでも１階床⾯を 70cm 超え、津波到達時の⽉齢潮位の如何にかかわ
らず脅威である。                                       （＊演題応募時の抄録を⼀部修正） 
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◆スライド。 市⽴⼋幡浜総合病院⿇酔科 越

智です。「潮時表を考慮した、南海トラフ巨⼤地

震後の病院の⼤津波浸⽔レベルの検討」と題し

て発表します。 

なお、今回のスライドなどを掲載したウェブ

資料の URL を QR コードで⽰しますので、ご

利⽤下さい。 

 

◆スライド。 本発表に関連し、開⽰すべき利

益相反はありません。 

 
 

 

◆スライド。 「背景と⽬的」です。 

 地域の拠点病院である当院は海から直線距離

1365m にあり、南海トラフ巨⼤地震においては

発災 70 分余りで海抜 900cm に達する⼤津波に

襲われると想定されています。⼀⽅で、上記津

波⾼は朔望平均満潮位を基準にしており、また

宇和海における満⼲潮の潮位差が 280cm に及ぶ

ことから、「平均的」な最⾼津波⾼は上記想定よ
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りは低いと考えられます。そこでこれらを潮位

表をもとに、⽉齢潮位変動を反映して津波⾼を

表現することとしました。 

 

 

◆スライド。 ⽅法です。2021 年における⼋幡

浜港の潮位表を宇和島港の潮位表基準⾯で補正

し、東京湾平均海⾯からの潮位に変換、年間の

最⾼および最低潮位と同年の朔望平均満潮位と

の差を計算しました。 

 
 

 

◆スライド。 朔望平均満潮位は各⽉の新⽉また

は満⽉の⽇の前 2 ⽇、後 4 ⽇以内に観測された

最⾼満潮位の年平均値であり、地震がもたらす津

波⾼との和が想定される最⾼津波⾼となってい

ます。 

 

 

◆スライド。 「結果」です。 

潮位表の朔望平均満潮位は 229cm で、これは

約 115cm（T.P.）と表すことができます。 

 



4 
 

 
 
 
 

 

朔望平均満潮位 115cm から最⾼津波⾼ 900cm

が 導 か れ て い る と す れ ば 、 津 波 波 ⾼ ⾃ 体 は

785cm となります。 

年間の最⾼および最低潮位は 135 および マ

イナス 145cm であり、この結果、年間最⾼潮位

の時の津波⾼は 920cm、これは１階床⾯から

350cm、１階天井を超え、２階床⾯まで 50cm に

迫 り ま す 。 年 間 最 低 潮 位 の と き の 津 波 ⾼ は

640cm で、 １階床⾯から 70cm に達します。 

 

◆スライド。 ２階吹き抜けの外来棟の写真で⽰

します。年間最⾼潮位と最⼤津波が重なった場

合、1 階天井を超え、2 階床⾯まで 50cm に迫り

ます。年間最低潮位の時でも１階床⾯から 70cm

の津波に襲われます。 
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◆スライド。 結論です。南海トラフ巨⼤地震に

よる津波が当院を襲うとき、２階床⾯まで 50cm

に迫る可能性があります。⼀⽅、年間最も低い潮

位のときでも１階床⾯を超え、津波到達時の⽉齢

潮位の如何にかかわらず脅威であります。 

 このように、⼲満の潮位差が⼤きい地域では、

最⾼津波⾼のみならず⽉齢潮位との関係をみる

ことにより、津波浸⽔の具体的な予想が可能にな

ると考えます。 

 

 

◆スライド。 本発表のスライド・⼝述原稿など

をウェブに収載していますので、ご利⽤下さい。 

 以上、ご静聴有難うござ 

いました。 

 


